
様式第１号（第６条関係） 

宮代町商工業活性化事業補助金交付申請書 

  年  月  日 

 

宮代町長       あて 

                     所在地 宮代町笠原□丁目○－△ 

                     団体名                 

                     代表者名  宮代 一郎                  

                     連絡先  0480-○○－××××              

 下記により宮代町商工業活性化事業補助金の交付を受けたいので、宮代町商工業

活性化事業補助金交付要綱第６条の規定により、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

 １ 補助対象事業名 空き店舗活用事業 

２ 補助対象経費       金 ２，０００，０００ 円（税抜き） 

３ 補助金交付申請額     金 ５００，０００ 円 

（補助対象経費の１／２以内で千円未満切捨て） 

 ４ 補助事業の目的      イタリア料理店の２号店開業 

 ５ 補助事業の概要      別紙のとおり 

 ６ 事業完了予定年月日    ２０２３年 ３月３１日 

              

 

※事業承継促進事業は記載不要 

宮代町商工会確認印 宮代町商工会意見等 

  



事 業 計 画 書（空き店舗活用事業、経営改善事業） 

 

１ 申請者の概要等 

氏 名
フ リ ガ ナ

 

（代表者氏名） 
宮代
みやしろ

 一郎
いちろう

 
生年月日 

（年齢） 

１９××年 ■月 △日 

（ ×■ 歳） 

住所 

及び 

連絡先 

〒×××－△△△△    

宮代町百間○丁目○－○ 

TEL 0480-××-△△△△ 

FAX 0480-××-△△△△ 

E-mail □□＠□□．ｎｅ．ｊｐ 

 

２ 事業計画の内容 

（１）概要 

開業・法人設立日 令和４年１２月１日 

屋号又は法人名 イタリア料理 ○□２号店 

事業実施場所 

〒×××－△△△△ 

宮代町笠原□丁目○－△ 

 

 

 

主たる業種（日本

標準産業分類・細

分類を記載） 

細分類名：その他の専門料理店 

コード（４桁）：７６２９ 

事業形態 

☑ 個人事業 

 ┗□ 補助事業期間中の法人化も検討している 

□ 会社設立 

┗□ 株式会社 □ 合名会社 □ 合資会社  

□ 合同会社 □ 個人事業からの法人化 

事業に要する 

許認可・免許等 

許認可・免許等名称：営業許可 

取得(見込)日：令和４年１０月１日 

許認可・免許等名称： 

取得(見込)日： 

 

 



（２）経営計画 

１ 企業概要 

創業○○年のイタリア料理店。ランチは客単価１，０００円で大学生や近隣の

社会人が顧客である。本店は、１５席。本補助金を活用し、令和４年１２月に２

店舗目を開業予定。 

 

 

 

 

２ 顧客ニーズと市場の動向 

ランチは客単価１，０００円、ディナーは３，０００円程度で女性も入りやす

い店である。企業の歓送迎会、暑気払い、忘年会と行事での利用も多い。新型コ

ロナウイルス感染症により外食の機会が減少しているが、空気清浄機やアクリル

板、キャッシュレス決済などの感染対策を万全にし、集客に努めている。 

 

 

 

 

 

３ 自社や自社の提供する商品・サービスの強み 

町内唯一のイタリア料理店で、町外からのお客様も多数。パスタとピザが中心

で女性客も多い。価格も低価格であることから町民に愛されている。 

パスタは、大盛、特盛もあり、男性客にも人気がある。 

 

 

 

４経営方針・目標と今後のプラン 

ＳＮＳ、ホームページと情報発信を継続的に行い、店の特色を伝えていきたい。 

また、コロナの感染防止対策も万全にし、安全な場所であることをアピールす

る。 さらにコロナの状況を見ながら、テイクアウトの商品も検討していきたい。 

月の売り上げ目標 

店名「イタリア料理 ○□２号店」座席数 １５ 

営業時間 11：30～22：00 週 6 日営業 ※水曜休業 

店主１名（厨房）、アルバイト２名（接客） 

 

 

 

 

※どのような製品やサービスを提供しているかお書きください。また、売上げ

が多い商品・サービス、利益を上げている商品・サービスをそれぞれ具体的に

お書きください。創業の場合は、見込みを記入してください。 

※お客様（消費者、取引先双方）が求めている商品・サービスがどのようなも

のか、また自社の提供する商品・サービスについて、競合他社の存在や対象と

する顧客層の増減など売上げを左右する環境について、過去から将来の見通し

を含めお書きください。 

※自社や自社の商品・サービスが他社に比べて優れていると思われる点、顧客

に評価されている点をお書きください。 

※１~３でお書きになったことを踏まえ、今後どのような経営方針や目標をお

持ちか、可能な限り具体的にお書きください。また、方針・目標を達成する

ためにどのようなプラン（時期と具体的行動）をお持ちかお書きください。 



（３）補助事業計画 

１補助事業で行う事業名 

イタリア料理店2号店開店事業 

 

 

 

２販路開拓（生産性向上）の取組内容 

1号店の人気を維持するため、お客様に応じた食事量の提供を引き続き実施し、

普段利用しない高齢者にも利用いただけるようなメニューの開発に取り組み、新

たな顧客を獲得していく。ＳＮＳ等での宣伝はもちろんだが、高齢者への周知を

強めるため、町広報への広告などを検討していく。 

 

 

 

 

３業務効率化（生産性向上）の取組内容 

（業務効率化に該当しない場合は記載不要） 

 

４補助事業の効果 

本補助事業により、これまでイタリア料理の味にあまり馴染みのなかった層にも

アプローチし、店舗での飲食につなげていく。また、新たにホームページを開設

し、販促チラシやSNS等で周知することで、料理の内容、値段をより分かり易くし、

店に入りやすい雰囲気作りを行うほか、季節ごとの企画やニーズにあったコース

作りにより、既存顧客の利用の維持・拡大はもとより、若い世代や子供連れの家

族、高齢のお客様といった幅広い層に当店を活用してもらうことができる。これ

らの新しい取り組みを通じて収益を改善させ、地域の方々の集いの場である当店

をしっかり維持できるようにしたい。 

月の売り上げ目標 

 

 

 

 

 

 

（４）資金計画 

区分 金額（円） 

自己資金 ３，０００，０００円 

商工業活性化事業補助金 ５００，０００円 

※本事業のタイトルを簡略にお書きください。 

※本事業で取り組む販路開拓などの取組について、何をどのような方法で行う

か、具体的にお書きください。その際、これまでの自社・他社の取組と異なる

点、創意工夫した点、特徴などを具体的にお書きください。 

※本事業を行うことにより、売上げ、取引などにどのような効果があるか可能

な限り具体的にお書きください。その際、事業を行うことがその効果に結びつ

く理由も併せてお書きください。 



金融機関からの借入金 ２，０００，０００円 

その他 円 

合計額 ５，５００，０００円 

 

（５）補助対象経費明細表 

経費項目 補助対象経費（税抜き） 積算内訳・説明 

機械装置等費 円  

広報費 円  

開発費 円  

雑役務費 円  

委託費 円  

外注費 ２，０００，０００円 店舗改修 

合計 円  

※対象経費については、その根拠となる見積書等の写しを添付すること。 

※空き店舗活用事業は、外注費のみとなります。 


